
（１）2030年のあるべき姿の実現へ向けた取組の達成状況
No 達成度

(%)

経1 2022.3 31 人 2023.3 47 人 2025.3 35 人 400%

経2 2022.3 8 件 2023.3 9 件 2025.3 10 件 50%

経3 2022.3 14 件 2023.3 19 件 2025.3 22 件 63%

社4 2022.3 37 件 2023.3 144 件 2025.3 80 件 249%

社5 2022.3 63 件 2023.3 55 件 2025.3 70 件 -114%

社6 2022.3 36.7 ％ 2023.3 21.6 ％ 2025.3 100 ％ -24%

環7 2022.3 942 g 2023.3 872 g 2025.3 810 g 53%

環8 2022.3 11.8 ％ 2023.3 14.6 ％ 2025.3 17 ％ 54%

環9 2022.3 16 件 2023.3 22 件 2025.3 25 件 67%

環10 2022.3 94 団体 2023.3 97 団体 2025.3 98 団体 75%

（２）自治体SDGsの推進に資する取組の達成状況（2022年～2024年）

No 取組名 指標名 達成度
（％）

1 SDGsの普及啓発と
パートナーシップの確立

SDGs推進連携企
業・団体数

2022.3 46 団体 2023.3 112 団体 2025.3 140 団体 70%

2 誰もが輝くまち鯖江
の推進

審議会等における女
性の登用率

2022.3 34.7 ％ 2023.3 35 ％ 2025.3 40 ％ 6%

3 誰もが輝くまち鯖江
の推進

多様な働き方導入推
進事業採択数

2022.3 1 社 2023.3 16 社 2025.3 10 社 167%

4 健康福祉のまちづくり
の推進 元気生活率 2022.3 84.2 ％ 2023.3 84.4 ％ 2025.3 81 ％ -6%

5 鯖江モデル教育の推
進

行政出前講座（歴史・
文化）の参加者数 2022.3 736 人 2023.3 1,238 人 2025.3 1,300 人 89%

6 環境にやさしいまちづ
くりの推進 CO2排出量 2022.3 589,000 ｔ 2023.3 公表前 ｔ 2025.3 487.433 t 100%

（３）ＳＤＧｓ未来都市計画推進のKPI達成に係る評価及び課題等

移住相談件数【8・3、8・8、10・7、11・3】

ごみの１人１日あたりの排出量
【9・4、9・ｂ、11・6】

公園里親の登録数
【11・3、15・1、17・17】

第2期SDGs未来都市計画（2022～2024）の進捗状況報告シート（様式1）

福井県鯖江市　第2期ＳＤＧｓ未来都市計画：計画期間2022年～2024年

当初値 2022年 2024年（目標値）2023年 2024年

女性起業家数（累計）【5・ｃ】

指標名
※【】内はゴール・ターゲット番号

成長分野の海外販路開拓件数
【9・2、9・ｂ】

サテライトオフィス誘致件数
【8・3、8・5、8・9】

まちづくりの提案事業数【17・17】

性別記載欄の削除・見直し可能な書類等のうち、
削除済の書類等の割合【5・ｃ、10・2】

資源化率【9・4、9・ｂ、12・5、13・3】

空き家利活用件数【12・2、12・5、12・8】

(1)-1「女性起業家数」今年度から、女性起業家育成プログラム「鯖江メリコア」を実施し女性創業者を支援した結果、47人が起業と成果を得た。サテライトオフィス
誘致、成長分野の海外販路開拓についても順調に進捗している。
(1)-4移住相談は、コロナ禍を契機に本格的に移住を検討する層からの相談増加や若者向け移住支援制度の創設などにより相談は増えているものの、実際に移住
に繋がげるため、就業後の離職などのミスマッチを防ぐべく、事前に企業と希望者のマッチングの機会を設ける必要がある。(1)-6性別記載欄の削除については、少しずつ
進んでいるが、更なる働きかけなどが必要。
(1)-7ごみの排出量の削減は進んでいるが、会社やアパートなどの事業系ゴミ排出量の削減が課題。(1)-9空き家利活用件数は伸びているが、空き家自体も増えて
いるため引き続き対策が必要。
(2)-2審議会等の女性登用率は増加しているが、団体等の長の選出方法を「あて職」でなく「推薦」にするなどの工夫や、女性人材リストの活用などによる積極的な女
性登用を促し、意思決定の場へ女性が参画しやすい環境づくりが重要である。
(1)-5まちづくり提案事業数は、事業内容の改善と見直しによりR3年度に減少したが、引き続き目標値の達成を目指す。
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